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第 2 次 生 駒 市 教 育 大 綱 ア ク シ ョ ン プ ラ ン と は  
 生 駒 市 で は 、「地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 」第 １ 条 の ３ の 規

定 に 基 づ き 、 令 和 2 年 6 月 に 一 部 を 改 訂 し た 市 の 教 育 、 学 術 及 び 文 化 の 振 興

に 関 す る 総 合 的 な 施 策 の 大 綱 で あ る 「 第 2 次 生 駒 市 教 育 大 綱 」 を 定 め 、 本 大

綱 に 基 づ く 事 業 ・ 施 策 を 進 め て い ま す 。  

 第 2 次 生 駒 市 教 育 大 綱 で 定 め た ” 基 本 理 念 ” と ” 基 本 方 針 ” に 基 づ く 施

策 ・ 事 業 や 、 第 6 次 生 駒 市 総 合 計 画 第 1 期 基 本 計 画 及 び 既 存 の 計 画 に お け る

教 育 分 野 に 関 す る 事 業 等 を 整 理 し 、 こ の 4 年 間 で 特 に 重 点 的 に 取 り 組 む べ き

事 業 を 定 め た も の を 『 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 』 と し 、 個 々 の 「 事 業 」 を 設 定 す る

と と も に 、 各 年 度 の 具 体 的 な 「 取 組 内 容 」 を 掲 げ 、 得 ら れ る 効 果 と し て 「 達

成 目 標 」 を 定 め て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 次 生 駒 市 教 育 大 綱 ア ク シ ョ ン プ ラ ン の 期 間  
 第 2 次 生 駒 市 教 育 大 綱 に つ い て は 、 期 間 を 策 定 の 日 か ら ４ 年 間 と し て い ま

す 。 ア ク シ ョ ン プ ラ ン に つ い て は 、 第 6 次 生 駒 市 総 合 計 画 第 1 期 基 本 計 画 や

市 長 マ ニ フ ェ ス ト 、 教 育 課 題 、 社 会 ニ ー ズ 等 を 踏 ま え た 事 業 を 記 載 す る と と

も に 、毎 年 度 、事 業 ご と に 目 標 や 取 組 内 容 の 達 成 状 況・効 果 等 の 点 検 評 価 し 、

社 会 情 勢 等 を 踏 ま え 、 柔 軟 に 取 組 内 容 や 設 定 目 標 等 の 見 直 し を 図 っ て い く こ

と と し ま す 。  

 

第 2 次 生 駒 市 教 育 大 綱 ア ク シ ョ ン プ ラ ン の 進 行 管 理  
 第 2 次 生 駒 市 教 育 大 綱 に つ い て は 、 4 年 に 1 回 の 改 訂 と し て い ま す が 、 毎

年 度 策 定 す る ア ク シ ョ ン プ ラ ン に つ い て は 、 実 行 と 改 善 を 絶 え ず 繰 り 返 し 、

実 効 性 を 担 保 し た シ ス テ ム と し ま す 。  

 外 部 評 価 に つ い て は 、地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 第 26 条 の

規 定 に 基 づ き 、 教 育 委 員 会 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 管 理 執 行 状 況 に つ い て 、 学

識 経 験 者 の 点 検 ・ 評 価 を 行 う こ と と な っ て お り 、 こ れ を 活 用 し て 行 う も の と

し ま す 。  

生駒市総合計画
●基本構想（生駒市のビジョン）
●基本計画（行政運営のプラン）

教育に関する分野 教育に関係する

既存の各種計画（※）

生駒市教育大綱
●基本理念
●基本方針

市長マニフェスト

・教育課題
・教育ニーズ

具体的な事業・施策（アクションプラン）

●PDCAサイクルによる進行管理
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＜子育て・就学前教育＞ 

基本方針１ 子育てを楽しめる地域づくり 

１ 保護者支援の場・コミュニティづくり 
［現状と課題］  

子育て世代の保護者が孤立せず、子どもたちが安心して成長できるよう、子育てに関する悩みを

共有・相談できる場の設定や子育てを地域で支え合うためのコミュニティを構築していく必要があ

るとともに、待機児童の解消に向けた取組や学童保育の充実など、国の幼児教育・保育の無償化

や共働き世帯の増加、保護者ニーズの多様化を踏まえた保育サービス、学童保育の充実を図って

いくことが必要となっています。 

 

［具体的な事業・取組内容と目標］ 

事業名 子ども家庭総合支援拠点の充実 

事業の概要 
子育て家庭と妊産婦等を支援するため、関係機関と連携し支援することにより、

虐待の未然防止・早期発見に努める。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・拠点に必要な専門

職の配置及び相

談体制の充実 

・生駒市要保護児

童対策地域協議

会の運営 

   

目標値/実績値 － － － － － － － － 

担当課 子育て支援総合センター・こどもサポートセンター 

 

事業名 第３期生駒市子ども・子育て支援事業計画策定事業【新規】 

事業の概要 

現行の第２期生駒市子ども・子育て支援事業計画が令和６年度に最終年度を迎

えるため、令和７年度から１１年度を計画期間とする第３期生駒市子ども・子育て

支援事業計画を策定する。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

   令和５年度 

   ・計画策定委託ニ

ーズ調査 

・子ども子育て会議 

 

目標値/実績値    － － 

担当課 子育て支援総合センター 
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事業名 地域で支え合う子育ての推進 

事業の概要 

ファミリー・サポート事業の周知を図り、子育てを地域で支えあうためのコミュニテ

ィを構築する 

子育てシェアを広げるための地域交流会の開催、及び地元ママサポーターや会員

による子育てシェアの拡大をサポートする 

目標名/現状値 ファミリー・サポート会員数 活動回数 ７６７人 １，５０７回（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・ファミリー・サポー

ト事業の周知 

・子育てシェアの交

流会の開催、及び

事業周知のサポー

ト 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値/実績値 － 
774 人 

1,446 回 
－ 

818 人 

2,264 回 
－  －  

担当課 子育て支援総合センター 
    

事業名 男性の育児を促す取組の推進 

事業の概要 
父親が育児を自らのことと捉えられるよう、父親の子育てを後押しする事業を実

施する。 

目標名/現状値 父親向け・夫婦向け講座の回数 ３回（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・パパセミナー/3
期 

・夫 婦 で聞 く前 向
き子育てセミナー
/1 回 

 
 
 
 
 
・Papa’s みっきラ
ンドの開催 

 
 
 
 

 
 
 
 

目標値/実績値 4 回 ３回 ５回 ３回 5 回  5 回  

担当課 子育て支援総合センター 
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事業名 待機児童解消に向けた取組の推進【変更】 

事業の概要 
令和 6 年度までの待機児童解消に向け、小規模保育所又は認可保育所等（分

園）の新設、保育人材確保、保育コンシェルジュ相談事業を実施する。 

目標名/現状値 待機児童数（各年度 4 月 1 日現在） ７７人（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・小規模保育所の

開 設 に向 けた公

募 

・保育士確保事業

の実施 

・小規模保育所の

公 募 等 、地 域 型

保育事業の推進 

・保育士確保事業

の実施 

・小 規 模 保 育 所 、

認 可 保 育 所 等

（分園）等の公募

による保 育 事 業

の推進 

・保育士確保事業

の実施 

 

 

 

 

 

・保育士確保事業

として、短時間勤

務保育士を対象

と し た 処 遇 改 善

補助金を創設す

るとともに、新規

に雇 用 し た常 勤

保 育 士 、保 育 教

諭 に は １ 年 経 過

ごとに、手当を支

給する。（３年間） 

目標値/実績値 122 人 ６５人 108 人 19 人 63 人 10 人 ５人  

担当課 幼保こども園課 
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事業名 地域子育て支援拠点事業 

事業の概要 
乳幼児及びその保護者の交流を行う場所を開設し、子育てについての相談、情

報の提供、助言その他の援助を行う。 

目標名/現状値 利用人数 34,684 人（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・年間を通して、市

内 10 か所で事

業実施 

  

 

 

 

 

 

 

 

目標値/実績値 46,568 人 21,95４人 47,067 人 23,866 人 47,571 人  48,081 人  

担当課 幼保こども園課・子育て支援総合センター 
 
 
 

事業名 学童保育の充実 

事業の概要 

増加する学童保育需要に対応するため、生駒市学童保育運営協議会が運営す

る学童保育所の環境整備、指導員確保などによる体制づくりに取組むとともに、

新たなニーズに応えるため、民間事業者による学童保育事業を促進する。 

目標名/現状値 民間学童保育所数 6 か所（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・運営協議会に対

する支援 

・民間事業者を対

象としたセミナー

の実施 

・運営協議会に対

する支援 

・民間事業者に対

する支援 

・民間事業者参入 

を図るための公募 

 ・運営協議会に対

する支援 

・民間事業者に対

する支援 

目標値/実績値 6 か所 ６か所 ６か所 ６か所 7 か所 ７か所 8 か所  

担当課 こども総務課 
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事業名 家庭・学校・地域が連携した家庭教育の支援 

事業の概要 

子育ての不安解消や地域でのつながりづくりなどを目的に、地域で子育て支援等

に関わる市民との協働により立ち上げた生駒市家庭教育支援チーム「たけのこ」を

中心に、学校園などとの連携のもと親子や保護者を対象とした交流事業や家庭

教育に関する情報発信などに取り組む。 

目標名/現状値 家庭教育支援チームの取組件数 ２件（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・家庭教育支援チ

ーム「たけのこ」に

よる取組の実施 

・取組の情報発信 

・チームメンバーの

研修 

 

 

 

 

 

 

・学校園への訪問 

 

 

 

 

 

 

・個別相談の試行 

 

 

 

 

目標値/実績値 － 3 件 － 4 件 － 2 件 3 件  

担当課 生涯学習課 
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２ 「遊び」を「学び」につなぐ就学前教育の充実 

［現状と課題］ 

本市では、３歳児保育希望者の全員受入れや預かり保育、幼小中連携事業など特色ある幼稚園

運営に取り組んでいますが、共働き世帯の増加や保護者ニーズの多様化により幼稚園の園児数は

減少傾向にあります。より一層就学前教育の充実を図るため、引き続き保幼小接続カリキュラム

をはじめとする特色ある幼稚園運営を実施していくとともに、今後の幼稚園の役割について検討

を行っていく必要があります。また、「生駒市立幼稚園の再編にかかる方向性について」（令和 3 年

１１月）に基づき、幼稚園のこども園化に向けた検討を進めるとともに、なばた幼稚園と俵口幼稚

園で地域園協働本部「えん・くろす」を開始し、園を活用した地域活性化を進めて地域と一体とな

った特色ある園づくりに取り組んでいます。この取組を組織化し、継続的に進める必要がありま

す。 

 

［具体的な事業・取組内容と目標］ 

事業名 幼児期の教育と小学校教育の育ちをつなぐ保幼小接続事業 

事業の概要 保育所と幼稚園の学びを連続性・一貫性のある教育として小学校へつなぐ。 

目標名/現状値 保幼小推進接続会議の開催回数 3 回（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・ ２ 学 期 か ら の 推

進会議実施 

・職員間交流の計

画と実施 

・推進会議実施 

・園児及び職員間

交 流 の計 画 と実

施 

 

・園 児 ・職 員 間 交

流 の計 画 と実 施

及 び架 け橋 プロ

グ ラ ム の 共 通 理

解 

・推進会議及び研

修会を実施 

・各小学校区にお

ける接 続 活 動 の

計画・実施 

目標値/実績値 ３回 2 回 3 回 3 回 3 回 3 回 3 回  

担当課 幼保こども園課・教育指導課 

 

事業名 幼稚園コミュニティ・スクール【新規】 

事業の概要 

「生駒市立幼稚園の再編にかかる方向性について」（令和３年１１月）に基づき、園

と保護者、地域コミュニティが連携し、子どものために取り組んでいる地域園協働

本部「えん・くろす」をコミュニティ・スクールとして組織化し、継続的に取組を進め

る。 

目標名/現状値 地域園協働本部「えんくろす」会議の開催回数 9 回（令和 4 年度） 

各年度の 

取組内容 

  令和４年度 令和５年度 

  ・保 護 者 、地 域 へ

の説明・会議 

・ な ば た 幼 稚 園 、

俵口幼稚園で実

施 

目標値/実績値   6 回 9 回 12 回  

担当課 幼保こども園課 
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事業名 保護者・地域と連携した特色ある幼稚園運営の取組 

事業の概要 
「遊び」を「学び」につなぐ幼児教育を可視化し、保護者・地域の市民力を保育に

取り入れ、特色ある幼稚園運営を行う。 

目標名/現状値 保護者・地域との協働回数 6 回（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・ 保 育 を 可 視 化

し、分析する職員

研修の実施 

・教育目標を発信

し、保護者・地域

の保育参加を実

施 

・保育を可視化す

るためプリント作

成、配布 

・コロナ禍で可能

な保育参加活動

を実施 

・園評価をホーム

ページに掲載 

・コロナ禍における

保 護 者 、 地 域 と

の協 働 にか かる

取組の実施 

・教育目標を発信

する手 段 を工 夫

し 、 発 信 回 数 を

増加 

・アフターコロナに

おける保護者、地

域との協働にかか

る取組の実施 

・ 園 か ら 保 護 者 、

地 域 へ の 教 育 活

動 の 発 信 を 工 夫

する。 

目標値/実績値 6 回 6 回 6 回 6 回 6 回 6 回 ８回  

担当課 幼保こども園課・各幼稚園 

 

事業名 公立幼稚園のあり方に関する検討事業 

事業の概要 
令和 2 年 2 月に答申を受けた「今後の生駒市立幼稚園のあり方について」を踏ま

え、幼稚園のこども園化の実現性や園規模の適正化に向けた検討を進めていく。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・答 申 を踏 まえた

公立幼稚園のあ

り 方 に 関 す る 検

討 

・地域協議会の開

催 

・協議会からの意

見 書 を 踏 ま え た

方向性の検討 

・壱 分 幼 稚 園 こど

も園化への検討 

・その他 、方 向 性

に基 づく各 種 取

組の検討、実施 

 

目標値/実績値 － － － － － － － － 

担当課 幼保こども園課 
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＜学校教育＞ 

基本方針２ 21 世紀を生き抜くしなやかでたくましい人づくり 

１ 「地域に開かれ、地域とともにある学校づくり」の推進 
［現状と課題］ 

これまでも学校は地域活動の拠点として、地域ぐるみなどの活動によって、保護者や地域住民に

支えられて運営されてきましたが、学校運営に関してさらに保護者や地域に関わってもらう仕組

みを推進し、学校と地域が一体となって、子どもたちの学びを支えていくことが求められていま

す。 

 

［具体的な事業・取組内容と目標］ 

事業名 コミュニティスクール(学校運営協議会制度)の推進 

事業の概要 

学校と地域住民等が力を合わせて子どもたちの成長を育むため、地域住民等が

学校運営に取り組むことが可能となる学校運営協議会を各小・中学校に設置し、

地域とともにある、地域に開かれた学校を推進する。地域の現実に即した当事者

能力を子どもたちに育むため、学校運営協議会によるカリキュラムの提案も歓迎

する。 

目標名/現状値 
学校運営協議会設置校数 

学校運営協議会の開催回数 

０校（令和元年度） 

０回（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・学校運営協議会

を モ デ ル 校 に 設

置、開催 

・学校運営協議会

を全小 中学 校に

設置、開催 

・学校運営協議会

の開催 

 

目標値/実績値 
3 校 

6 回 

6 校 

１2 回 

全校

38 回 

全校 

５６回 

全校

57 回 

全校 

 

全校

57 回 

全校 

 

担当課 教育指導課・教育総務課 

 

 

事業名 放課後子ども教室の運営 

事業の概要 
地域学校協働活動として放課後や長期休業中等において、子どもたちが安心・安

全に過ごし、多様な体験・活動ができる居場所をつくる。 

目標名/現状値 放課後子ども教室設置数 ５校（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・放課後子ども教

室の設置・開催 

   

目標値/実績値 5 校 5 校 5 校 5 校 ７校 7 校 ９校  

担当課 教育指導課 
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事業名 いこま教育フォーラムの実施 

事業の概要 

令和４年度に実施した「いこま教育フォーラム」を年２回の継続開催事業とする。 

開催にあたっては、教育行政課題からテーマを選定しながら教育委員会の方針や

活動、学校の様子を伝える機会にするとともに、保護者や市民をはじめとした多く

の人の声を吸い上げる場とする。 

目標名/現状値 開催回数 ０回（令和 3 年度） 

各年度の 

取組内容 

  令和４年度 令和５年度 

  ・いこま教育フォー

ラムの実施（年３

回） 

・いこま教育フォー

ラムの実施（年２

回） 

目標値/実績値   3 回 3 回 2 回  

担当課 教育政策室 
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２ ＩＣＴ機器を活用した新たな学びの創出と時代に応じた環境整備 
［現状と課題］ 

主体的・対話的で深い学びを充実するための一つの手段として、1 人 1 台のＰＣ端末やＬＡＮ環境

の整備などの環境整備を行いました。この環境を有効に活用するため、積極的にＩＣＴ機器を活用

し、子どもたちの協働活動や習熟度別学習などの新たな学びのスタイルを創り上げていくことが

求められています。そのために新しい発見や豊かな発想が生まれるような授業の研究と実践(改

善)を推進する必要があります。 

また、老朽化が進む学校施設や学校給食施設について、厳しい財政状況や将来的な児童生徒数

も踏まえて計画的に改修を進めていく必要があります。 

 

［具体的な事業・取組内容と目標］ 

事業名 ICT を活用した教育の推進 

事業の概要 

全小中学校に児童生徒 1 人 1 台整備された情報端末を生かした学習指導計画を

立案し、日常的学習活動に位置づけることで、学習内容理解の充実を図るととも

に、ICT を活用した新しい学習形態を実現する。 

また、ICT を活用した個別最適な学びを実現させるため、ＡＩ学習ドリルの導入を

検討する。 

目標名/現状値 活用報告事例数 0 件（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・校内 LAN の整

備 

・1 人 1 台 PC 端

末を配備 

・情報端末を活用

した授業の展開 

・南 小 南 中におけ

るＡＩ学 習 ドリル

の試験導入 

  

目標値/実績値 96 件 ３１５件 192 件 ４１２件 288 件  384 件  

担当課 教育指導課 

 

事業名 ＩＣＴ活用教育リーダー育成研修の実施 

事業の概要 

校務処理や教材開発などに係る高度な ICT スキルを身に付けた教員を育成する

ことで、学校における ICT 利用の日常化を図るとともに、指導場面における効果

的な ICT 利用の形態を提案し、実証することのできる教員の育成を図る。 

目標名/現状値 研修の実施回数 0 回（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・ＩＣＴ活用 教育リ

ーダー育 成 研 修

の実施 

 ・リーダー研修後、

各校での取組の

発表 

 

目標値/実績値 3 回 4 回 5 回 5 回 7 回  10 回  

担当課 教育指導課 
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事業名 Google 認定教育者資格取得支援事業【新規】 

事業の概要 

ICT を活用した授業を実践する教員の基礎スキル向上を支援するために、Ｇｏｏｇ

ｌｅ認定教育者資格取得を支援する。客観的評価にもなる公的な資格取得が増え

ることにより、市内教員の ICT スキルのボトルアップにつなげ、認定教育者グルー

プに参加する教員が増えることにより、授業改善につなげる。 

目標名/現状値 試験対策講座参加者数 0 人（令和 4 年度） 

各年度の 

取組内容 

   令和５年度 

   ・夏期休暇中に試

験対策講座を実

施 

目標値/実績値    20 人  

担当課 教育政策室 

 

事業名 プログラミング教育の推進 

事業の概要 

小学校の学習活動の中でプログラミング的思考の育成を各教科等の授業で進め

ていくため、「プログラミング教育推進計画」を策定し、プログラミング教育を実施

する。 

目標名/現状値 1 校当たりの平均授業時間数 0 時間（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・プログラミング教

育推進計画の作

成 

・授業実施 

1～4 年：2 時間 

5・6 年：6 時間 

 

 

 

・授業実施 

1～4 年：4 時間 

5・6 年：8 時間 

 

 

 

・授業実施 

1～4 年：6 時間 

5・6 年：12 時間 

・授業実践の交流 

 

 

 

・授業実施 

1～4 年：6 時間 

5・6 年：12 時間 

・授業実践の交流 

目標値/実績値 20 時間 20 時間 32 時間 32 時間 48 時間  ４８時間  

担当課 教育指導課 
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事業名 ICT 活用教育支援事業 

事業の概要 

全小中学校に児童生徒１人１台整備した PC 端末を、授業等で円滑に活用するた

め、ICT 支援員を配置する。また、県域 ICT 支援センターを活用することで、これ

まで以上に教育データの利活用を進める。 

目標名/現状値 ICT 支援員配置回数 週０回（令和２年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・校内 LAN の整

備 

・１人１台 PC 端末

を配備 

・10 月から小中学

校 19 校に支援

員を週１回配置 

 

・R3 に続き、小中

学校 19 校に支

援 員 を 週 １ 回 配

置 

・各 校 のニーズ等

を踏まえ、ICT 支

援 員 の配 置 につ

いての検証 

・県域ＩＣＴ支援セ

ンターの活用 

 

 

 

 

 

目標値/実績値 － 週 0 回 週 1 回 週 1 回 週 1 回  週 1 回  

担当課 教育指導課・教育総務課 

 

事業名 小・中学校のあり方検討事業 

事業の概要 
令和２年２月に答申を受けた「今後の生駒市立小・中学校のあり方について」を踏

まえ、学校規模の適正化に向けた検討を進めていく。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・答 申 を踏 まえた

小・中学校のあり

方に関する検討 

・地域協議会の開

催 

・協議会からの意

見 書 を 踏 ま え た

方向性の検討 

・方 向 性 に基 づく

各 種 取 組 の 検

討、実施 

・南小中学校建替

に係 る準 備 会 の

開催 

目標値/実績値 － － － － － － － － 

担当課 教育総務課・教育指導課・教育政策室 
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事業名 小中学校施設の計画的な大規模改修事業 

事業の概要 
建設から 40 年程度経過し、老朽化が進んでいる小中学校の大規模改修を順次

計画的に実施する。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

  令和４年度 令和５年度 

  ・大規模改修に向

け た 耐 力 度 調

査・基本設計（上

中） 

・大規模改修に向

け た 耐 力 度 調

査・基本設計（上

中）（繰越） 

目標値/実績値   － － － － 

担当課 教育総務課 

 

事業名 生駒南小学校・中学校老朽化対策事業【新規】 

事業の概要 
老朽化が進んでいる生駒南小学校及び生駒南中学校の全面改築も含めた整備

を実施する。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

  令和４年度 令和５年度 

 

 

 ・境界確定のため

の事前調査 

・境 界 確 定 ・開 発

に 係 る 申 請 ・ 基

本構想の策定 

目標値/実績値   － － － － 

担当課 教育総務課・教育政策室 

 

事業名 学校給食センター整備事業 

事業の概要 中学校給食センターの老朽化に伴う施設の改修と更新を実施する。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・基 本 設 計 ・実 施

設計 

・工事（２カ年） 

・ 施 工 管 理 （ ２ カ

年） 

・ 厨 房 設 備 購 入

（２カ年） 

 ・工事（床等） 

・施工管理（床等） 

目標値/実績値 － － － － － － － － 

担当課 学校給食センター 
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３ 多様性を認める柔軟性とやさしい心の育成 
［現状と課題］ 

平成２９年３月に策定した「いじめ基本方針」に基づく具体的な取組を引き続き進めていくととも

に、スマートフォンやＳＮＳの使い方など、インターネットリテラシーなどの情報教育の育成にも取り

組んでいく必要があります。 

また、特別な支援を要する子どもたちが、近年増加傾向にあり、よりきめ細かな特別な支援が必

要となることから、さらなる体制の充実が必要となっています。 

 

［具体的な事業・取組内容と目標］ 

事業名 自殺対策推進事業 

事業の概要 

平成３１年３月に策定した「生駒市自殺対策計画」に基づき、「SOS の出し方に関

する教育」の研修を実施する。そして児童生徒の心身の状況の把握や児童生徒

への相談窓口の周知徹底を行い、スクールカウンセラー等の活用を実施する。 

目標名/現状値 研修回数 ０回（令和２年度） 

各年度の 

取組内容 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

 ・養護教諭対象の

研修会の開催 

・各校にて職員研

修の開催 

・初任者研修での

実施 

・各校にて児童生

徒に対して開催 

 

目標値/実績値  ２０回 20 回 21 回 21 回 21 回  

担当課 教育指導課 

 

事業名 ICT 機器を安全に活用するための情報モラル教育の推進 

事業の概要 
情報社会における安全やルールを児童生徒が主体的に考え、正しく理解し行動す

るための情報モラルを育成する。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・ ス マ ホ サ ミ ッ ト

2020 を開催し、

情報端末の適正

な利 用 に 関 する

ワークショップの

開催 

・ワークショップ結

果報告を学校で

活用 

・児童生徒が主体

的に考え、正しく

行 動 する た めの

ル ー ル 作 り の 実

施 

・ ス マ ホ サ ミ ッ ト

2021 を開催し、

各校の取組の交

流 

 

 

 

 

 

・生駒市生徒会交

流 会 を開 催 し各

校の取組の交流 

 

目標値/実績値 －  －  －  －  －  －  －  －  

担当課 教育指導課 
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事業名 いじめ防止等の施策推進 

事業の概要 
平成２９年３月に策定した「生駒市いじめ防止基本方針」に基づき、いじめ防止、

早期発見につながる取組を推進する。 

目標名/現状値 いじめ問題対策連絡協議会開催回数 2 回（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・生駒市いじめ問

題対策連絡協議

会の開催 

 ・ 「 生 駒 市 い じ め

防 止 基 本 方 針 」

の改訂 

・生駒市いじめ問

題対策連絡協議

会の開催 

 

目標値/実績値 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回  

担当課 教育指導課 

 

事業名 特別支援教育の充実 

事業の概要 
特別支援学級在籍児童生徒の学習支援、機能回復のための環境及び体制の充

実を図る。 

目標名/現状値 特別支援教育相談日数 33 日（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・特別支援教育相

談の実施 

   

目標値/実績値 33 日 34 日 33 日 3３日 33 日  33 日  

担当課 教育指導課 

 

事業名 不登校支援推進（のびのびほっとルーム、いきいきほっとルーム、oＶice）の運営【変更】 

事業の概要 

学校に登校しにくい児童に対して居場所となる適応指導教室を生駒南第二小学

校の校舎の一部に開設した。 

令和５年度から適応指導教室指導員について、のびのび、いきいきにそれぞれ常

勤指導員１名を増員する。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

  

 

 

 

・oＶice の運営 

・生駒南第二小学

校 内 に 、 教 育 相

談 室 、適 応 指 導

教室の開設 

 

・常勤 指 導 員２名

増員 

 

 

 

目標値/実績値  － － － － － － 

担当課 教育指導課 
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事業名 自校式通級指導教室推進事業【新規】 

事業の概要 

自校式の通級指導をより充実させ、全校で実施するために巡回指導時に各校の

特別支援学級担当教員が入り、通級指導教室の児童生徒のケースカンファレン

スや具体的な支援方法の教授によるスキルアップを行い、その間、特別支援学級

担当教員の補充講師を充てる。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

   令和５年度 

   ・特別支援学級の

補充教員 

1 人 5 校担当×４

人＝週 20 校配置 

目標値/実績値    － － 

担当課 教育指導課 

 

事業名 スクールカウンセラー配置の拡充【変更】 

事業の概要 

令和 5 年度から、中学校で月３．５回を月 4 回に、小学校で月 1.5 回を月 2 回に

増やし、相談を希望する保護者の期待に応える。緊急の対応やＳＣへのアドバイザ

ー的役割を果たすスーパーバイザー的役割をつくる。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

 ・スクールカウンセ

ラーの配置 

中学校（月 3.5） 

小学校（月 1.5） 

教育支援施設（毎

週 2 人） 

 

 

 

・スクールカウンセ

ラーの配置 

中学校（月４） 

小学校（月２） 

教育支援施設（毎

週 2 人） 

スーパーバイザー

（年 30 回） 

目標値/実績値  － － － － － － 

担当課 教育指導課 
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事業名 スクールソーシャルワーカー配置の拡充【変更】 

事業の概要 

令和 5 年度から、小学校に月１回スクールソーシャルワーカーを配置し、スクールソ

ーシャルワーカーの役割について理解を深め、ヤングケアラー等の早期発見と早

期対応を行う。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・ 教 育 支 援 施 設

（年 50 回） 

・ 学 校 へ 訪 問 し 、

現地で相談を受

け る 日 を 設 け て

いる。 

   

 

・学校への訪問回

数の増加。 

 

目標値/実績値 － － － － － － － － 

担当課 教育指導課 
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４ 主体的に学び、挑戦を続けるたくましい心身の育成 
［現状と課題］ 

「生きる力」としての「主体的に行動する力」「課題を見つけ、解決する力」「グローバル時代に対応

する語学力」「他者と協働するためのコミュニケーション能力」を育成し、これからの社会の中にお

いても、生き抜く力を身につけることができる学びの環境を充実していくことが求められていま

す。 

また、自分の夢を持ち、自己有用感を高めることができる心の教育と健やかな体を育成する取組

に引き続き取り組んでいくことが必要です。 

 

［具体的な事業・取組内容と目標］ 

事業名 読書活動・学校図書館の充実 

事業の概要 

現在、小中学校すべてに学校司書を配置しており、一定の効果が得られている

中、引き続き読書を通じて豊かな人間性を育むため、学校司書を配置することに

加え、市内中学生ビブリオバトルを実施する。 

目標名/現状値 
学校司書配置日数 

市内中学生ビブリオバトル開催数 

週 3 日（令和元年度） 

1 回（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・学校司書を全小

中学校に配置 

・ビブリオバトル市

内中学生大会の

実施 

   

目標値/実績値 
週 3 日

1 回 

週 3 日 

1 回 

週 3 日

1 回 

週 3 日 

1 回 

週 3 日

1 回 

週 3 日 

1 回 

週 3 日

1 回 
 

担当課 教育指導課 

 

事業名 生駒こどもチャレンジ補助事業 

事業の概要 
学校の各種コンテスト等に挑戦するために必要となる経費等を補助する制度を創

設し、児童生徒の創造性を培い、達成感を味わうとともに、自己肯定感を高める。 

目標名/現状値 実施学校数 2 校（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・生駒こどもチャレ

ンジ補 助 事 業 の

継続実施 

   

目標値/実績値 2 校 
0 校 

（中止） 
2 校 1 校 2 校  2 校  

担当課 教育指導課 
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事業名 社会に開かれた学校教育推進事業【変更】 

事業の概要 

あこがれいこまびと講演事業、学校教育創造推進事業、キャリア教育プランナーと

の連携事業による、地域出身の文化人、スポーツ関係者、事業者等、社会で活躍

されている方との講演等を通して、児童生徒が郷土愛を持ち、自分の夢に向かっ

て生き生きと活動し、自己有用感を持って将来社会で活躍できる人材を育成す

る。 

また、キャリア教育プランナーを中心とした、協働的な学びをはじめとした生き抜く

力を育む取組について、持続可能な仕組みを構築する。 

キャリア教育、ICT 教育、SDGｓ教育、ＳＴＥＡＭ教育を効果的に進める教科横断

的なカリキュラムの構築を進める。 

目標名/現状値 
キャリア教育プランナーとの連携事業実

施回数 
０回（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・あこがれいこまび

と 講 演 事 業 、 学

校教育創造推進

事業、キャリア教

育プランナーとの

連携事業の実施 

・学 校 のニーズに

寄りそったキャリ

ア 教 育 を ハ ン ズ

オン支援 

 

 

 

 

 

 

 

・学 校 のニーズに

寄りそったキャリ

ア 教 育 を ハ ン ズ

オン支援 

・SDGｓを柱とした

協働的な学び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教 員 の横 のつな

がり支援プロジェ

クト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・キャリア教育、ＩＣ

Ｔ教育、ＳＤＧｓ教

育 、Ｓ Ｔ ＥＡＭ教

育を効 果的 に進

める教科横断的

のカリキュラムの

検討 

目標値/実績値 １１回 １１回 １５回 ４７回 １７回  １９回  

担当課 教育指導課・教育政策室 
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事業名 部活動支援事業【変更】 

事業の概要 

中学校において、専門的な技術指導力を備えた指導者が不在の部に対し、地域

の適切な人材を外部指導員として派遣し、部顧問と協力して指導・助言を行わせ

ることにより、部活動を充実させる。 

目標名/現状値 部活動指導員配置時間数 1079 時間（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・中学校に外部指

導員を配置 

  ・外部指導員配置

の増加 

目標値/実績値 1440 時間 1007 時間 1440 時間 1235 時間 1440 時間  ２８８０時間  

担当課 教育指導課 

 

事業名 チャレンジ！やさしくたくましいいこまっ子キャンプ 

事業の概要 

既存の自然体験学習のメニューとして防災キャンプを加え、児童の防災意識を高

め、命を守ることの大切さを再認識し、災害発生時に自分の命を守る行動を身に

つける。 

目標名/現状値 実施学校数 12 校（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・各小中学校の判

断に基づくいこま

っ子キャンプの実

施 

   

目標値/実績値 12 校 1２校 12 校 1２校 12 校 12 校 12 校  

担当課 教育指導課 
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５ 「楽しい授業づくり」のための教職員の育成と環境整備 
［現状と課題］ 

教職員の働き方改革に積極的に取り組み、「教職員がいきいきと子どもと向き合う時間創造プロ

グラム」を着実に実施していますが、子どもたちの 21 世紀を生き抜く力を育成するためには、授

業が「分かる」「楽しい」と思い、学びの喜びを感じることが必要であり、そのためには、教職員が子

どもたちとしっかりと向き合い、能力の向上に努めることができる環境づくりが必要です。 

また、学校現場で起きている慢性的な人員不足への対応も求められています。 

 

［具体的な事業・取組内容と目標］ 

事業名 教職員がいきいきと子どもと向き合う時間創造プログラムの推進【変更】 

事業の概要 

教職員が健康でいきいきとやりがいをもって働ける環境整備を行い、教職員が授

業や教材研究等に集中し、ゆとりをもって子どもたちと向き合う時間の拡充を図

る。 

学校の業務改善及び教師の働き方改革を推進していくために、その担い手の核

とる教頭の業務を再定義し、組織開発の手法によって働き方改革を持続的に推

進する。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・スクールサポート

スタッフのモデル

配置（２校） 

・校 務 支 援 システ

ムの本格運用 

 

・給食費徴収シス

テムの導入検討 

・スクールサポート

ス タ ッ フ の 全 校

配置 

・校 務 支 援 システ

ムの運用 

 

 

 

 

 

 

・給食費管理シス

テム業 務 導 入 に

向 け た プ ロ ポ ー

ザル実施 

・教職員の業務改

善 についての各

種調査及び整理 

 

  

 

 

 

 

・給食費管理シス

テム導入（繰越） 

 

 

 

 

 

・働き方改革の施

策実施 

・部活動の段階的

な地域移行 

目標値/実績値 － － － － － － － － 

担当課 教育総務課・教育指導課・教育政策室 
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事業名 グローバル時代に対応した外国語教育の推進 

事業の概要 
小学校１年生から英語の楽しさを感じられる取組を行い、小中学校 9 年間を通し

た系統的な英語教育カリキュラムを実施する。 

目標名/現状値 

全国学力調査より「①英語の勉強は好

きですか」「②英語の授業で自分自身

の考えや気持ちを伝え合うことができま

したか」の質問に対して、「当てはまる」

「どちらかといえば当てはまる」と回答し

た児童生徒の割合 

小学校（6 年）①R2:61.8% 

         ②R2：64.0％ 

中学校(3 年)①R2：56.2％ 

         ②R2：59.9％ 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

･年間小学校 1,2

年生で 10 時間

程度、小学校３・

４年生で３５時間

英 語 活 動 、小 学

校５・６年生で７０

時間英語を実施

（ALT、わくわくｲ

ﾝｸﾞﾘｯｼｭｻﾎﾟｰﾀｰ

を配置） 

   

目標値/実績値 － 

小学 6 年 

①６１.８ 

②6４.0 

中学 3 年 

①5６.２ 

②5９.９ 

小学 6 年 

①6５.0 

②65.0 

中学 3 年 

①58.0 

②60.0 

小学 6 年 

①62.4 

②67.9 

中学 3 年 

①55.2 

②60.9 

小学 6 年 

①67.0 

②67.0 

中学 3 年 

①6１.0 

②62.0 

調 査 項 目

になし 

小学 6 年 

①70.0 

②70.0 

中学 3 年 

①65.0 

②６５.0 

 

担当課 教育指導課 

 

事業名 問題発見能力や他者と協働するコミュニケーション能力の育成 

事業の概要 

２１世紀を生き抜く力として、授業において、日常の疑問を発見する力やコミュニケ

ーション能力の育成を図るとともに、必要となる教職員の能力育成のための研修

を強化する。 

目標名/現状値 生駒市教育研修会参加者数 ０人（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・新 型 コロナウイ

ルス感染症に伴

い 夏 期 休 業 中

の研修を厳選し

た こ と に よ り 開

催せず 

・教職員のファシリ

テーション能力の

育 成 の た め の 研

修開催 

  

目標値/実績値 ０人 中止 ３００人 211 人 ３００人 215 人 ３００人  

担当課 教育指導課 
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事業名 市内教員（ミドルリーダー）向け先進校視察支援事業【新規】 

事業の概要 

ミドルリーダー層以上の教員が自分自身の教育観や授業観のアップデートに充て

る時間を確保するために、教育委員会事務局主導で先進校視察を行い、先進的

な取組を市内の教育に取り入れるきっかけとする。 

目標名/現状値 視察参加延べ人数 ０人（令和４年度） 

各年度の 

取組内容 

  令和４年度 令和５年度 

  ・視察候補調査 ・視察実施 

目標値/実績値   － ０人 ２０人  

担当課 教育政策室 

 

事業名 講師不足対策 

事業の概要 

定数内講師の不足の解消及び、今後予想される講師不足に関する施策を実施す

る。潜在的人材、積極的に講師を選択する人材など、多様なニーズに対応できる

よう取組を進める。 

目標名/現状値 講師・支援員就労相談会参加者数 ０人（令和３年度） 

各年度の 

取組内容 

  令和４年度 令和５年度 

  ・講師相談会の実

施。 

・いこま de 先生シ

ェアハウスの準備 

 

目標値/実績値   ２０人 ５５人 ５０人  

担当課 教育政策室 
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＜生涯学習＞ 
基本方針３ すべてのライフステージで、楽しみながら学び、地域とつながる機

会づくり 
１ すべての人が楽しく、安心して成⻑し、活躍できる機会の創出 
［現状と課題］ 

すべての市民が各々のライフステージで楽しみながら学び、生涯学習で学んだことを地域で生かす

仕組みづくりや、困難を抱える子ども、若者への支援の充実が引き続き必要となっています。 

また、社会の多様化が進む中、障がいの有無、年齢、性別、国籍などの多様性を認め合う取組につ

いても継続的に行っていく必要があります。 

さらに、老朽化が進む生涯学習施設及び体育施設の計画的な改修を進めていく必要があります。 
 

［具体的な事業・取組内容と目標］ 

事業名 幅広い世代への学ぶ機会の提供と地域の人材活用 

事業の概要 

「IKOMA サマーセミナー」など、様々な特技や専門知識等を持った市民自身が
先生となって、市民への学びや体験の場を提供するとともに、市民が活躍する機
会とする。 
また、このような場づくりを市民が主体となって継続的に取り組み、さらに発展して
いけるよう支援することで、生駒の誇る「市民力」をさらに引き出し、市民の持つス
キルやアイデアを活かしたまちづくりにつなげる。 

目標名/現状値 IKOMA サマーセミナー実行委員数 11 人（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・市民主体の実行

委 員 会 による開

催・運営 

  

 

 

・先生募集対象の

拡大 

 

目標値/実績値 12 人 11 人 １２人 11 人 1５人 11 人 １５人  

担当課 生涯学習課 

 

事業名 困難を抱える子ども・若者に対する支援の充実 

事業の概要 
子ども・若者総合相談窓口「ユースネットいこま」を拠点として、様々な困難を抱え
る子ども・若者が自立した社会生活を送れるよう、「生駒市子ども・若者支援ネッ
トワーク」の有効活用及び関係機関との連携のもと必要な支援を行う。 

目標名/現状値 ユースネットいこまの相談者数 １１８人（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・ユースネットいこ
ま に お け る 相 談
支援 

・「生駒市子ども・
若者支援ネットワ
ーク」の運営 

 
 
 
 
 
 

  

目標値/実績値 120 人 80 人 １２０人 94 人 １２０人  １２０人  

担当課 生涯学習課 
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事業名 学びと活躍推進事業 

事業の概要 

主に働き盛り世代の市民を対象に、学びを通してより豊かな生き方、暮らし方に

向けた気づきやきっかけとなるよう、「ischool」を展開する。 

「ischool」では、「ミライの教室」として市民や企業、大学など多様な主体による講

座や、学びと交流の社会見学「まちミル」などを実施し、市民がさまざまな気づきを

得て新たな行動につながるきっかけとする。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

 ・「オトナの社会見
学」の実施 

・学 びと交 流 の社
会 見 学 「 ま ち ミ
ル」の実施 

・ 学 び の ポ ー タ ル
サイトの運用 

・ 「 ischool 」 の立
ち上げ 

・「ミライの教室」の
実施 

 

 

 

 

 

目標値/実績値  － － － － － － 

担当課 生涯学習課 

 

事業名 多様性を認め合う場の提供 

事業の概要 
年齢や性別、障がいの有無や国籍、文化など個々人の違いや多様性を認め合う

学びや体験の機会を提供する。 

目標名/現状値 参加者数 ５８人（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・「ユニバーサルキ
ャンプ in 生駒」の
開催 

   

目標値/実績値 ６０人 中止 ６０人 中止 ６０人 中止 ６０人  

担当課 生涯学習課 
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事業名 高齢者の学びへの意欲向上と、学びを「行動」につなげる仕組みづくり【変更】 

事業の概要 

「いこま寿大学」の内容を充実させ、高齢者の学習意欲を引き出すとともに、学び

の成果をまちづくりにつなげられる人材を発掘、育成する。 

また、「寿生駒連絡協議会」（気らくネット）に代表される同大学の卒業生など有志

の市民が地域や学校等と連携しながらまちづくりの担い手として活躍する機会を

増やしていけるよう支援を行う。 

さらに、高齢者が必要な知識や気づきを得て、より安心感をもって充実したセカン

ドライフを送れるようサポートする。 

目標名/現状値 寿大学で学習活動を行う学生数 744 人（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・社会貢献活動へ
の参加意欲を促
す講習会の開設
や ク ラ ブ 学 習 課
程の改善 

・高 齢 者 のニーズ
や時 代 の流 れを
反映するカリキュ
ラムや運 営 体 制
等の見直し 

・気 らくネットによ
る地 域 での社 会
貢献活動の支援 

   

 

 

・学習期間（2 年ま
たは４年）の選択
や再入学を可能
と し た 新 た な 制
度での運営 

 

 

 

・豊かなセカンドラ
イ フ の 実 現 に 向
けた市民啓発講
座の開催 

目標値/実績値 － 393 人 － 456 人 － 355 人 －  

担当課 生涯学習課 

【再掲】 

事業名 家庭・学校・地域が連携した家庭教育の支援【再掲】 

事業の概要 

子育ての不安解消や地域でのつながりづくりなどを目的に、地域で子育て支援等

に関わる市民との協働により立ち上げた生駒市家庭教育支援チーム「たけのこ」を

中心に、学校園などとの連携のもと親子や保護者を対象とした交流事業や家庭

教育に関する情報発信などに取り組む。 

目標名/現状値 家庭教育支援チームの取組件数 2 件（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・家庭教育支援チ
ーム「たけのこ」に
よる取組の実施 

・取組の情報発信 
・チームメンバーの
研修 

 

 

 

 

・学校園への訪問 

 

 

 

 

・個別相談の試行 

 

 

 

 

目標値/実績値 － 3 件 － 4 件 － 2 件 3 件 － 

担当課 生涯学習課 
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事業名 新たな地域クラブ活動推進事業【新規】 

事業の概要 

将来にわたりスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむ機会を確保するため、新

たな地域クラブ活動推進協議会を設置し、コーディネーターを配置するとともに、

新たな地域クラブの活動支援等を行う。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

   令和５年度 

   ・推進協議会の設

置や運営 

・コーディネーター

の配置 

・ 新 た な 地 域 ク ラ

ブの活動支援 

目標値/実績値    － － 

担当課 スポーツ振興課 

 

事業名 生涯学習施設整備事業 

事業の概要 
誰もが安心・安全に利用できる施設にするため、老朽化が進んでいる市内生涯学

習施設を適切に維持管理し、計画的に改修を進める。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・生駒市図書会館

エレベーター（図

書 専 用 ） 改 修 工

事 

・北コミュニティセ

ンタートイレ改修

工事 

・たけまるホール通

路屋根防水改修

工事 

・北コミュニティセ

ンターISTA はば

たき空 気 調 和 機

整備工事 

・北コミュニティセ

ンター空 調 設 備

更新工事設計 

・コミュニティセン

タ ー 文 化 ホ ー ル

調光操作卓改修 

・コミュニティセン

ターＬＥＤ化改修 

・南コミュニティセ

ンター噴 水 跡 整

備工事 

・南コミュニティセ

ンター駐 車 場 整

備 

目標値/実績値 － － － － － － － － 

担当課 スポーツ振興課 
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事業名 体育施設整備事業 

事業の概要 

子どもから高齢者、障がい者まで誰もが安心・安全に利用できる施設とするため、

トイレの洋式化を進める。また、老朽化が進んでいる市内体育施設を適切に維持

管理し、利用者の安心と安全を確保する。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・市内体育施設非

構造部材耐震点

検及び照明器具

LED 化等設計 

・総合公園体育館

及び市民体育館

空調設備設置工

事 

・イモ山 公 園 プー

ル 管 理 棟 耐 震 診

断 

・市民体育館非構

造部材改修工事 

・イモ山 公 園 プー

ルトイレ洋式化等

改修設計工事 

・市 民 体 育 館 トイ

レ洋式化等改修

設計 

・ 武 道 館 ト イ レ 洋

式化等改修設計

工事 

・総合公園体育館

非構造部材及び

照 明 器 具 LED

化改修工事 

・市民体育館及び

総合公園体育館

ト イ レ 洋 式 化 等

改修 

・井 出 山 体 育 館 ：

非 構 造 部 材 ・ 照

明 LED 化・トイレ

洋式化等改修 

・生 駒 北 スポーツ

セ ン タ ー 駐 車 場

整備 

目標値/実績値 － － － － － － － － 

担当課 スポーツ振興課 

 



- 29 - 

２ 人と本、人と人をつなぎ、まちづくりの拠点となる可能性に満ちた図書館づくり 
［現状と課題］ 

図書館を、グループなどとの「協創」の場として、まちづくりの拠点とすることを目指した取組の充

実を図るとともに、市民一人ひとりが誰でも本と身近に親しめる取組を進めていく必要がありま

す。 

 

［具体的な事業・取組内容と目標］ 

事業名 子ども読書活動の充実【変更】 

事業の概要 子ども読書活動における家庭・地域・学校の新しい連携づくり 

目標名/現状値 関係者によるワークショップ開催 １回（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・家庭・地域・学校
が 連 携 し 「 ト ラ
イ ！ 生 駒 子 ど も
読 書 会 議 」 を 開
催 

 ・「家読」推進を図
る活 動 を参 加 者
が 各 自 実 施 し 、
会議で意見交換
を行う。 

・様々な立場の市
民が集まり、子ど
もの読 書 環 境 に
ついて学 ぶ機 会
として講演会を 3
回 実 施 し 、 参 加
者で意見交換を
行う。 

目標値/実績値 ３回 3 回 ３回 ２回 ３回 ３回 ３回  

担当課 図書館 

 

事業名 
「人を通して人を知る」「本を通して人を知る」をキャッチフレーズとするビブリオバ

トル全国大会の開催 

事業の概要 
図書館が本を通じて語り合う場になるとともに、年齢や地域の枠を超えた全国大

会を開催する。 

目標名/現状値 ビブリオバトル全国大会の参加者数 ０人（令和元年度コロナ禍のため中止） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・ビブリオバトル全
国 大 会 ｉｎいこま
を開催 

   

目標値/実績値 380 人 304 人 380 人 283 人 380 人  3０0 人  

担当課 図書館 
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事業名 市民との連携や「協創」のもと、まちづくりの拠点となる図書館づくり 

事業の概要 
市民との連携や「協創」のもと、人と本、人と人をつなぐ事業を行い、新たな文化を

創造する「まちづくりのプラットフォーム」となる図書館を目指す。 

目標名/現状値 図書館事業協働ボランティア団体数 １０団体（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・市民との「協創」
事 業 の 開 催 、 ま
ちかど図 書 室 活
動の推進 

・市民との「協創」
事業の開催 

※ 移 動 図 書 館 を
導入等による「ま
ちかど図 書 室 事
業」の充実 

・市民との「協創」
事 業 の 開 催 、 ま
ちかど図 書 室 活
動の推進 

 

目標値/実績値 １０団体 １１団体 １１団体 １３団体 １４団体  １５団体  

担当課 図書館 

 
事業名 図書館読書バリアフリー事業 

事業の概要 
障がい、高齢等の理由により、図書館の利用に困難を感じている人が気軽に利用

できる図書館を目指し、ボランティアとともに読書推進を行う。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・音訳ボランティア
養 成 講 座 、音 訳
サービスの実施 

・宅 配 サービスの
実施 

 

 

 

 

・知的障がい者の
た め の 代 読 ボ ラ
ン テ ィ ア 養 成 講
座 

 

 

 

 

・館内整理日図書
館解放事業にお
いて、代読等、知
的障がい者 に対
す る サ ー ビ ス を
実施 

 

目標値/実績値 － － － － － － － － 

担当課 図書館 
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事業名 図書館本館リニューアル事業【新規】 

事業の概要 

図書館の利用形態が、貸出中心から滞在型へと大きく変わったことに対応するた

め、子どもや高齢者、障がい者も利用しやすく、誰もが行ってみたくなるような図

書館となるよう、図書館本館のリニューアルを行う。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

   令和５年度 

   ・図 書 館 利 用 者 、

市 民 、関 係 団 体

等によるワークシ

ョップを開催 

目標値/実績値    － － 

担当課 図書館 
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３ 歴史・伝統文化・芸術を通じた、より豊かなまちの実現 
［現状と課題］ 

市内の豊かな歴史や伝統文化を活用し、市民が郷土愛を育むことができる取組を進めていく必要

があります。また、市民が質の高い文化や芸術に触れる機会や、全国に誇る吹奏楽など、文化芸術

活動への取組や成果を発表できる機会の充実を図っていく必要があります。 

 

［具体的な事業・取組内容と目標］ 

事業名 『生駒市史』編さん事業 

事業の概要 

『生駒市史』編さん事業は、昭和 60 年に最終巻を発刊し終えたが、その後 30 年

間に行なわれた発掘調査や古文書調査等の新たな成果が蓄積されている。加え

て、生駒市を取り巻く状況は大きく変化してきており、市制 50 周年を記念して新

たな「生駒市史」を編さんする意義は大きい。優れた専門性を備えた市内在住研

究者や学校関係者、ボランティアの参画により「生駒市史」の編さんを行う。 

目標名/現状値 －  －  

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・編さん事業準備

会開催 

・編さん委員会開

催 

・方針決定 

・補充調査 

・記念講演会 

・編さん委員会開

催 

 

 

 

・地 域 学 習 イベン

ト 

・ニューズレター発

行 

・史料集１発刊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・史料集編集 

目標値/実績値 － － － － － － － － 

担当課 図書館 

 

事業名 市史編さん収集資料活用事業「いこま歴史アーカイブ」 

事業の概要 

市史編さん作業で収集した資料のうち、書籍の基礎となる貴重かつ活用可能な

資料を選択し、令和７年度以降『市史』を発刊公開して以降、史料を随時公開し、

活用をはかる。 

目標名/現状値 －  －  

各年度の 

取組内容 

  令和４年度 令和５年度 

  ・史 料 の収 集 ・撮

影 

・編 さん委 員 会 で

意 見 聴 取 、活 用

手法検討 

 

 

・執 筆 者 と調 整 し

史料の選択 

・関連課調整 

目標値/実績値   － － － － 

担当課 図書館 
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事業名 歴史・伝統文化の学びの場の提供と情報発信 

事業の概要 

市内に存在する有形・無形文化財の保存・活用、伝統文化に親しむ機会の拡充

や継承を進めるほか、生駒ふるさとミュージアム等を拠点とした郷土学習の場の

提供や歴史文化の発信を行う。 

あわせてデジタルミュージアムによる情報発信を行うことで、市民が容易に生駒の

歴史や伝統文化に触れることができる環境を整備する。 

目標名/現状値 －  －  

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・市内 小 学 校６年

生 へ の 「 茶 道 体

験教室」の開催 

・ふるさとミュージ

ア ム に お け る 企

画展等の開催 

・デジタルミュージ

ア ム の 運 営 と 周

知 

・「鷹山家文書」等

古文書活用事業

の実施 

  ・小学校児童を対

象とした郷土の伝

統 文 化 （茶 筌 ・茶

道）学習の促進 

 

 

 

 

 

・市内の文化財を

活用した講座等の

実施 

目標値/実績値 － － － － － － － － 

担当課 生涯学習課 

 

事業名 市民との「協創」による「音楽のまち生駒」の発信 

事業の概要 

「市民みんなで創る音楽祭」など市民の企画提案によるコンサートの開催を通じ

て、市民が身近に様々なジャンルの音楽に親しめる機会を提供する。 

また、吹奏楽を愛する市民により結成された「生駒市民吹奏楽団」の活動を支援

するとともに、市内学校の吹奏楽部・バンド等との連携のもと、合同演奏会などの

開催を通じてあらゆる世代の市民に吹奏楽や音楽の楽しさを提供・発信する。 

目標名/現状値 「市民みんなで創る音楽祭」提案団体数 11 団体（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・「市民みんなで創

る 音 楽 祭 」 の 開

催 

・市民吹奏楽団の

運営、事業開催 

   

目標値/実績値 12 団体 8 団体 １２団体 １1 団体 １３団体 １3 団体 １４団体  

担当課 生涯学習課 
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４ 「健康」「生きがい」「仲間」「まち」をつくるスポーツの発展 
［現状と課題］ 

市民誰もが個々のライフスタイル・ライフステージに応じて身近にスポーツを楽しむことができる環

境づくりを地域のスポーツ団体等と連携して、引き続き進めていくとともに、地域スポーツの中心

的な存在として期待される総合型地域スポーツクラブの発展を支援していくことが求められてい

ます。 

 

［具体的な事業・取組内容と目標］ 

事業名 第２期スポーツ推進計画策定事業【新規】 

事業の概要 

本市スポーツ推進の基本的な方針を示す「生駒市スポーツ推進計画」が、令和５

年度で計画期間が終了するため、次期計画となる「（仮称）第２期生駒市スポーツ

推進計画」を策定する。 

目標名/現状値 － － 

各年度の 

取組内容 

  令和４年度 令和５年度 

  

 

・ ス ポ ー ツ に 関 す

る市民意識調査

等の実施 

・ 第 ２ 期 ス ポ ー ツ

推進計画策定 

目標値/実績値   － － － － 

担当課 スポーツ振興課 

 

事業名 総合型地域スポーツクラブ育成・支援事業 

事業の概要 

誰もが身近な地域で気軽にスポーツ活動が行えるよう、市内の総合型地域スポ

ーツクラブの発展を支援するとともに、新たなクラブの設立に向け、関係団体への

情報提供や人材育成を行う。 

目標名/現状値 市内クラブの会員数 807 人（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・各クラブに対する

活動支援 

・新 規 クラブ設 立

に向 けた情 報 提

供や人材育成 

  

 

・新 規 クラブ設 立

準備支援 

 

 

・新規クラブ設立 

目標値/実績値 ８５０人 ７６６人 ９００人 894 人 ９５０人  １，０００人  

担当課 スポーツ振興課 
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事業名 みんなのスポーツ推進事業 

事業の概要 
子どもから高齢者、障がい者などあらゆる市民が、スポーツに親しみ、楽しむ機会

の充実を図る。 

目標名/現状値 みんなのスポーツ推進事業の開催  ５回/年（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・いこまスポーツの

日の開催（１回） 

・障がい者対象ス

ポーツ事 業 の開

催（４回） 

・障がい児用運動

プログラムモデル

事業の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・車 いすバスケ体

験会の実施 

※企業版ふるさと

納税を活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・障がい者対象ス

ポーツ事 業 の開

催（５回） 

・障がい児用運動

プ ロ グ ラ ム 事 業

の実施 

目標値/実績値 5 回 1 回 5 回 4 回 ５回  ６回  

担当課 スポーツ振興課 

 

事業名 トップアスリート連携事業 

事業の概要 
スポーツに憧れや夢を抱けるように、メダリストやトップアスリートを招き、スポーツ

教室や講演会を開催し、有名スポーツ選手と触れ合う機会をつくる。 

目標名/現状値 アスリート連携事業の実施 5 回/年（令和元年度） 

各年度の 

取組内容 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

・スポーツ教 室 や

講演会の実施 

 

 

 

 

 

 

目標値/実績値 5 回 2 回 5 回 4 回 5 回  5 回  

担当課 スポーツ振興課 
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